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ŝ
s-3

i;;c;!ŝ
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に
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れ
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ら
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九
ニ
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；
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、
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；
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；
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檢
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。
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.ンJ*

き

ど
.
W

V

O

/
シ
1
.
^

-V 

' */

ro
9A'

80.0
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檢
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ょ
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。
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-

を
國
に
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ょ
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て
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潮
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比
率
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て
ゐ
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‘の
會
社
の
ぞ
れ
は
六一
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で
あ
る
。
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い
て
一
九
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の
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を
採
用
し
た
七

'J

の
.會
社
の
平
均
使
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。

(

許
十
六
：}
共

の

規

横

がr

般
に
小
な
る
如
べ
で
あ
る 

分
配
額
の
決
定
に
っ
い
て
、

一
九
三
ゼ
年

 

一
二
三
の
會
社
を
調
査
し
た
る
ス
こ
の
共
の
四
0
%

は
.投
下
資
金
の
幾
％
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額
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か
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の一

一
五
％
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な
.ウ 

て
ゐ
る
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ど
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こ
の
附
加
額
比
榮
は
韻
氣
の
變
励
と
密
接
に
關
係
し
で
ゐ
る
こ
レ
は
い
ふ
造
も
な
い
が
、
こ
の
得
加
卒
が

‘

ゆ
，；> 

て
純
然
た
る
利
配
分 

の
本
質
を-fl

オ
る
か
成
は
歡
に®

I
の
附
‘加
部
分
た
る
性
霞
を
持
つ
か
に
つ
か
て
は

 

一
の
注
意
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
®
庶9

採
川
に
當
ウ
て
労®
細
合
ょ
り
可
成
り
强
烈
な
批
難
が
行
は
れ
た
こ
と
は
一
般
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
じ
あ
ら
ぅ
。
 

の
觸
ぽ
は
数
資

ii：

題
の
解
決
は
全
面
的
對
立
と
抗
に
よ
つ
て
行
は
る
ぺ
き
で
あ
つ
て
、
各
企
業
內
に
行
は
る
就
含
政
策
的
施
策
を
通
じ

廣

■

ま

ま

：；お

ま
S

後

^

^

!

^

:

嚴

謙

ぜ

き

^̂

め
る
と
宏
ふ
に
あ
る6
更
に
か
、
る
一
般
論
よ
り
し
て
、
か

、
る
制
度
に
は
つ
て
輕
際
上
の
貧
銀
が
組
合
賞
銀
以
下
に
切
下
げ
ら
れ
る
讲 

れ
が
あ
る
。‘又
こ
の
制
彼
に
よ
り
努
働
者
は
共
の
利
潤
分
配
額
と
レ
ヤ
の
基
金

'を
自
由
に
處
分
し
得
な
い
結
®
!

§?>

闘
力
を
淑
體
化
せ
ら
れ

ほ

：'

^

潜

ま
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嚴

能

免

■

本

な
.さ
れ
る
も
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，で
あ
る
か
ら
し
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常
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勞
働
者
の
不
信
と
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惑
を
招
き
實
質
上
め
效
染
ぱ
な
い
等
等
が
擧
げ
ら
れ

る

と

思
わ
。
か
様
ま
说 
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に
は
も
と
ょ
り
単
に
：

^
象
的
な
も
の
で
は.な
ぐ
し
て
、
過
去
に
行
は
れ
た
'利
潤
分
配
制
度
の
實
際
ト
；
の
運
營
に
對
す
る
具
體
的
批
評
た 

る
も
の
.
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多
く
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ら
ど
思
は
れ
る
。
然
し
な
が
ら
將
來
に
於
い
て
振
し
て
か

A

る
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難
が
そ
の
ま

)
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し
て
本
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度
の
意
義
を
を
く
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ネ
か
か
に
つ
い
て
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間
が
あ

^
<
^
と
思
ふ
。
厕
營
國
存
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4
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に
は
自
か
ら
眼
度
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の
で
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て
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在
の
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觀
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；
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的
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リ
上
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で
來.る
と
思
ふ6
そ
の
擦
の
分
酣
方
式
が
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來
の
ぞ
れ
と
同
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で
ょ
い
か
否
か
は
多
大
の
研
究

躯
營2?

主
化
に
阅
；K

る
若
干
の
者
察

/

 

,, 

.. 

. 

• 
r

\ 

. 

.ニー4J 

, 

r
v
.
m

 

.

I

だi:"
ま!

1
 

I
 

3 

 ̂

-

-

-
- 

1

1

 

i

i

t

i

l

f
 
r
f 

t

.
-

-

-I
 

I
 

1

J 

ト
 

r

 

又 

i 

* 

5 

I 

J
t
f 

I

t
 
1 

f 

c

*

!

^
 

!
 

» 

?

f
 

J
 

J
 

t
- 

&
. 

^

/ 

レ

、d
*
、

...V 
す
 

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

i ニ
'
-
, 

>.、>'' 

t
y ,:、
 

*、
 

’ 

/ 

- 

\ 

\ 

r 

\ 

, 

7 

.

で
.

kl:

H

.パ5、.，

/

> r



躯
營
民
主
化
に
關
す
る
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干
の
者
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；
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ミ
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A

O

を
耍
す
る
問
m

で
あ
ら
ぅ
。
最
ポ
に.緒
論
と
し
て
；
^
ハ
ル
ダ
ー.
ス

ト

ン

霞

が

前

項

の

調

査.
^
行
つ
た
後
に
將
来
本
制
度
をf

す
る
に
ウ 

い
て
主
谓
原
理
どP,

て
擧
ザ
で
'
ゐ
‘
る
と
こ
ろ
め
い
の
を
以
下
に
紹
介
し
で
愿
き
た
い
.
^
者
へ
，る
。
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處

く
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同
生
活
費
に
一
鼓
す
、る
も
ひ
た
る
こ
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>
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1

一
、

分

配

せ#

る

利

潤-は
成
金
で
は
な
ぺ
勞
働
者
の
將
來
の
安
全
，

る
爲
め
の
普
金
と
な
す
べ
き
で
あ
る

。
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,'

ニ一、

以
上
に
よ
つ
て設
定

せ
ら
れ
た
資
金
は"
經
營

者
と
勞
働

者
に
ょ
ろ
て
脑
同
的
に信託

.せ
ら
れ
、營
理

せ
，ら
れ
る
こ
と。.

‘ 

S
、

基
金
の
主
要’部

分

は

銀

行

の

？̂‘へる如き法を

’以
ク
て
運
用
し
、
會
社
ひ
普
通
採
に
は
投
資
せ
ざ
る
こ
と

0 

,

は
自

做
；：

ボ
.⑧

得

.も：

丸；

〈

註十九

〕
Baiderston: 

Ibid. ppt 6061,
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の
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數

論
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に

喊

ま

論

：
■
物
懷
指
數
論‘

q

韻
禅
. 

を
越
へ
、
選
撑
の
理
論
に

1 ：=?

脚
せ
る
函
數
論
的
物
®
指
數
論
の
領 

域
に
逛
發
展
し
ゐ
る
こ
と
は
周
知
の
如
く

.で
あ
る
が
"
而

も

共

. 

の
多
く
は
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
式
、
パ

ー
シ

H

式
、

エ
ツ
デ
ワ
ー
ス

，
式
に
単
に
，經
濟
學
的
な
意
味
を
賦
與
す
る

に
，止
ま
り
、
新
な
近
似 

銘
式
'

^

;し
て
居
る
わ
け
で
は
な
，

^
。
又
、
此
の
画
數
論
的
物 

指

嚴

0
基
礎
A
漆
カ
ザ
嚴
韻
濟
越
論
は
ま
ポ
靜
御
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，衡u

論
で
あ
ゎ、
> 無
差
別
棘
そ
の
も
の
に
重
き
を
置
い
て
居
る
の 

；,：?

や

ま

；：
つ
：
で
ソ
ー
ま
ぽ
擴
張
微

§

形
狀
セ
就
て
；播
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特Li

獨

れ

ぱ

：

居

，
：
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る
と
こ
ろ
は
ぶ
い
。
少
く
と
も
、

-
資̂
本
理
論
と
結
合
‘せ
る
動
的
均 

.衡
理
論
を
前
提
と
す
る
腿
ぶ
、
こ
の
ま
出
擴
張
線
の
形
狀
如
何
に 

よ
つ
て
新
る
画
數
論
的
物
慣
惜
數
論
の
基
礎
が
與
へ
ら
れ
る

>

と

に

な

ら

う(

動
鍵
の
問
題
と
し
て
、
特
に
注
意
す
べ
さ
こ
と
は
、

.支
出
E

が 

不
變
で
は
な
く
て
、
‘

變
化
し
得
る
こ
と
で
あ
る
。
今

"
單
位
主
體 

が
總
支
出
E

を
投
じ
て
、
ニ
財
入
を
購
，入
す
る
も
の
と
し
、
入
り 

の
慣
格
を
夫
々p； r

P

と
す
れ
ば
、
，無
差
別
線
に
關
し
て
次
式
が 

成
り
立
つ
。
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,

靜
熊
に
於
て
は
、
總
支
出
E

は
一.
定
で
あ
る
か
ら
、

X
d

が
變
化
し

も
静
態
に
於
け
る
支
出
擴
張
線
の
方
極
拭
は 

p
x
d
a
+
p
y
d
y
u

 

0 

, 

(2) 

< 

. 

と
な
る
の
で
あ
る
。
併

し

、
動
態
に
於
て
は
、
E

が

一

定

あ

る 

必
要
は
な
い
.。
而
し
て
又
、
こ
の
こ
と
こ
そ
、
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の
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、ね
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あ
る
害
で
あ
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Â
f 

J

iI

§
§
^
^
a

§
§
n
s
§
§
M
$
B
S
B
^
W
§
^
.


